
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　支持体、サーモグラフィもしくはフォトサーモグラフィ画像形成層、およびオーバーコ
ート層を含んでなる熱処理性画像形成要素であって、前記オーバーコート層が、
（Ａ）５０～９０重量％の、式（Ｉ）：
【化１】
　
　
　
　
　
　
　
　
（前記式中、ｎは少くとも３～ の範囲内の整数である）
により表されるポリ（ケイ酸）；並びに
（Ｂ）１０～５０重量％の、
　（ｉ）水溶性ヒドロキシル含有ポリマー；および
　（ ii）式（ II）：

10

JP 3902301 B2 2007.4.4

６００



【化２】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（前記式中、
　Ｒは水素、または置換もしくは非置換の炭素数１～８のアルキル基、または置換もしく
は非置換の炭素数５～８のシクロアルキル、または置換もしくは非置換のアリール基であ
り；
　ｘは２～３０モル％を表し；
　ｙは５０～９８モル％を表し；そして
　ｚは０～１０モル％を表す）
により表される水溶性ポリビニルアセタール、
の混合物を、
含む熱処理性画像形成要素。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は一般に画像形成要素および特に熱処理性画像形成要素に関する。さらに詳細には
、本発明はオーバーコート層と画像形成層の間の接着性が向上した熱処理可能な画像形成
要素に関する。
【０００２】
【従来の技術】
熱処理により画像を形成するための、フィルムおよびペーパーをはじめとする熱処理性画
像形成要素はよく知られている。これらの要素としては、要素を像様露光し、続いて要素
の均一加熱により現像するフォトサーモグラフィ要素が挙げられる。これらの要素として
は、要素の像様加熱により画像を形成するサーモグラフィも挙げられる。このような要素
は、例えば、 、１９７８年６月、Ｉｔｅｍ　Ｎ
ｏ．１７０２９および米国特許第３，０８０，２５４号、第３，４５７，０７５号および
第３，９３３，５０８号に記載されている。
【０００３】
前記の熱処理性画像形成要素の重要な特徴は保護オーバーコート層である。十分に許容さ
れるためには、このような画像形成要素用の保護オーバーコート層は、（ａ）熱処理の際
の要素層の変形に対する抵抗性を付与し、（ｂ）熱処理の際の要素中の揮発性成分の損失
を防止または低減し、（ｃ）要素の製造中、または画像形成処理および熱処理を行う迄の
要素の保存の際、１層以上の要素層から要素のオーバーコート層への必須画像形成成分の
移動を低減もしくは防止し、（ｄ）要素の隣接層へのオーバーコートの接着性を満足なも
のとし、そして（ｅ）要素の製造、貯蔵および処理の際のクラッキングおよび望ましくな
いマーキング、例えば、磨耗マーキングが発生しないものであるべきである。
【０００４】
熱処理性画像形成要素のために特に好ましいオーバーコートは、米国特許第４，７４１，
９９２号（１９８８年５月３日発行）に記載のポリ（ケイ酸）を含むオーバーコートであ
る。水溶性ヒドロキシル含有モノマーもしくはポリマーをポリ（ケイ酸）と共にオーバー
コート層に包含すれば有利である。
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熱処理性画像形成要素の製造における最も困難な課題の１つは、保護オーバーコート層が
、典型的に画像形成層への接着性が十分でないことである。十分な接着性を達成するため
の課題は、画像形成層が典型的に疎水性であるのに対し、オーバーコート層が典型的に親
水性であるという事実により特に深刻である。この課題の１つの解決方法は、米国特許第
４，８８６，７３９号（１９８９年１２月１２日発行）に記載されており、その方法では
ポリアルコキシシランをサーモグラフィまたはフォトサーモグラフィ画像形成組成物に添
加し、次いでその場で加水分解して、画像形成層とオーバーコート層に存在するバインダ
ーとの架橋能を有するＳｉ（ＯＨ） 4  を形成する。前記課題の別の解決方法は米国特許第
４，９４２，１１５号（１９９０年７月１７日）に記載されており、この方法では、ある
接着促進性ターポリマーからなる接着性促進層を画像形成層とオーバーコート層の間に介
在させる。米国特許第５，３９３，６４９号、第５，４１８，１２０号および第４２２，
２３４号はまた、（ｉ）ピロリドン官能基を有するポリマー（’６４９）、（ ii）ポリア
ルコキシシラン（’１２０）または (iii）エポキシ官能基を有するポリマー（’２３４）
を含有する接着性促進中間層の使用を開示している。
【０００５】
熱処理性要素とのオーバーコートの接着性を十分なものにするという課題に対するこれら
の既知解決方法は、商業的利用を妨げるある欠点を有する。例えば、画像形成組成物中に
ポリアルコキシシランを包含せしめると要素が老化すると接着性が徐々に増加するが、ポ
リアルコキシシランのその場での加水分解は遅速でその速度は塗布層における水の入手性
により限定される。さらに、加水分解の副生成物として生成するアルコール、例えば、テ
トラエトキシシランの加水分解により生成するエチルアルコールは、高度に非浸透性のオ
ーバーコート層を介して離散することができず、支持体に移動する傾向がある。支持体は
典型的にポリエステル、最も通常はポリ（エチレンテレフタレート）であり、アルコール
がかかる支持体中に移動すると極めて望ましくなく幅方向カーリング（ｗｉｄｔｈ－ｗｉ
ｓｅ　ｃｕｒｌ）が起り、画像形成要素の取り扱いが極めて困難になる。その程度が極め
て僅かでも、かかる幅方向カーリングは処理装置の故障となり、深刻な結果となる。
【０００６】
望ましくないカーリングの課題は、米国特許第４，９４２，１１５号の接着性促進中間層
の使用により低減できるが、この中間層の使用はセンシトメトリー効果に悪影響を与え、
経済的に好ましくない追加の塗布工程を必要とし、そして高価で取り扱いが困難でしかも
環境上の欠点を有するターポリマーの使用を必要とする。
【０００７】
一般に、画像形成層とオーバーコート層の間に接着性促進中間層を使用すると、熱処理性
画像形成要素の製造がさらに複雑となり、その画像形成要素の製造コストがさらに加算さ
れる。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】
本発明の目的は、下側層への接着性が向上したオーバーコート層を有する改良熱処理性画
像形成要素を提供して、従来技術の欠点を克服することである。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
本発明によれば、熱処理性（ｔｈｅｒｍａｌｌｙ　ｐｒｏｃｅｓｓａｂｌｅ）画像形成要
素は、
支持体、
サーモグラフィもしくはフォトサーモグラフィ画像形成層、並びにオーバーコート層であ
って、
（Ａ）５０～９０重量％の式（Ｉ）
【００１０】
【化３】
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【００１１】
（前記式中、ｎは少くとも３～約６００の範囲内の整数である）
により表されるポリ（ケイ酸）、並びに
（Ｂ）１０～５０重量％の、
（ｉ）水溶性ヒドロキシル含有ポリマー；および
（ ii）式（ II）
【００１２】
【化４】
　
　
　
　
　
　
　
【００１３】
（前記式中、
Ｒは水素または置換もしくは非置換の炭素数１～８のアルキル基、例えば、メチル、エチ
ル、プロピル、ブチルもしくはヘキシル、または置換もしくは非置換の炭素数５～８のシ
クロアルキル、例えば、シクロヘキシル、または置換もしくは非置換のアリール基、例え
ば、フェニルであり；
ｘは２～３０モル％を表し；
ｙは５０～９８モル％を表し；
ｚは０～１０モル％を表す）
により表される水溶性ポリビニルアセタール、
の混合物を含むオーバーコート層、
を含んでなる。
【００１４】
【発明の実施の形態】
本発明によれば、熱処理性画像形成要素は、要素の画像形成層への接着性が向上したオー
バーコートを有する。
このオーバーコート層は一般に無色透明である。オーバーコートが無色透明でなければ、
その要素がフォトサーモグラフィ要素ならば、画像を提供しかつ見るのに用いる放射線の
波長に対しては少くとも透明であることが必要である。このオーバーコートは要素の画像
形成特性、例えば、フォトサーモグラフィ要素の場合のセンシトメトリー特性、例えば、
最少濃度、最高濃度または写真スピードに有意の悪影響を与えるものではない。
【００１５】
このオーバーコート組成物は、好ましくは５０～９０重量％の、式（Ｉ）：
【００１６】
【化５】
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【００１７】
（前記式中、ｎは少くとも３～約６００の範囲の整数である）
により表されるポリ（ケイ酸）を含む。
このオーバーコートはまた１０～５０重量％の、（ｉ）前記ポリ（ケイ酸）と適合しうる
水溶性ヒドロキシル含有ポリマーおよび（ ii）式（ II）：
【００１８】
【化６】
　
　
　
　
　
　
　
【００１９】
（前記式中、Ｒ，ｘ，ｙおよびｚは共に定義したとおりである）により表される水溶性ポ
リビニルアセタールの混合物、をも含む。特に断らない限り、重量％は乾燥オーバーコー
ト層の重量に基づく。水溶性ヒドロキシル含有ポリマーの例は 溶性セルロース誘導体
、ヒドロキシルエチルセルロース、水溶性セルロースアセテートおよびポリ（ビニルアル
コール）である。部分加水分解ポリ（ビニルアルコール）が好ましい。ポリ（ケイ酸）お
よび水溶性ヒドロキシル含有ポリマーもしくはモノマーを含むオーバーコート組成物は、
例えば、米国特許第４，７４１，９９２号に記載されており、その開示は引用することに
より全体として本明細書に包含する。
【００２０】
好ましいポリビニルアセタールとしては、ＲがＣＨ 3  、ｘが１０、そしてｙが９０；また
はＲがＣＨ 3  、ｘが２０そしてｙが８０の式（ II）のポリマーが挙げられる。
本発明の熱処理性画像形成要素は、白黒画像形成要素または色素形成画像形成要素である
ことができる。前記のように、支持体、画像形成層およびオーバーコート層を含む限り、
本発明要素は広範囲の種々の構造のものであることができる。
【００２１】
本発明の熱処理性要素は各種の支持体を含むことができる。有用な支持体の例は、ポリ（
ビニルアセタール）フィルム、ポリスチレンフィルム、ポリ（エチレンテレフタレート）
フィルム、ポリカーボネートフィルム並びに関連フィルムおよび樹脂材料、並びに紙、ガ
ラス、金属および熱処理温度に耐えられる他の支持体である。
【００２２】
本発明範囲内の典型的フォトサーモグラフィ要素は、バインダー、好ましくはヒドロキシ
ル基を含むバインダー中に反応可能な組合せ状態で、（ａ）その場でおよび／または別途
調製した写真用ハロゲン化銀、（ｂ）（ｉ）有機銀塩酸化剤、好ましくは長鎖脂肪酸の銀
塩、例えば、銀ベヘネートを、（ ii）有機銀塩酸化剤のための還元剤、好ましくはフェノ
ール性還元剤と共に含む画像形成組合せ物、および（ｃ）場合によって含まれる色調剤（
ｔｏｎｉｎｇ　ａｇｅｎｔ）を含有する画像形成層を少くとも１層含んでなる。このよう
な画像形成要素を開示する参考文献としては、例えば、米国特許第３，４５７，０７５号
；第４，４５９，３５０号；第４，２６４，７２５号および第４，７４１，９９２号並び
に 、１９７８年６月、Ｉｔｅｍ　Ｎｏ．１７０
２９が挙げられる。
【００２３】
本発明の熱処理性画像形成要素の、画像色調を向上させるため、プリントアウトを向上さ
せるため、より良好な視覚コントラストを得、そしてその外観を高めるために、少量の着
色剤をオーバーコート層に添加できる。青色着色剤、例えば、 Victoria Pure Blue BO, V
ictroria Brilliant Blue G, Serva Blue WS, Aniline Blue, Page Blue G-90および Meth
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ylene Blueが特にこの目的のために有用である。
【００２４】
フォトサーモグラフィ要素は、写真用ハロゲン化銀から本質的になる感光性成分を含む。
フォトサーモグラフィ材料では、ハロゲン化銀からの潜像銀が処理の際前記の画像形成組
合せ物のための触媒として作用すると信じられている。写真用ハロゲン化銀の好ましい濃
度は、フォトサーモグラフィ材料中の銀ベヘネート１モル当り０．０１～１０モルの範囲
の写真用ハロゲン化銀である。他の感光性銀塩は、必要に応じて前記写真用ハロゲン化銀
と組合せると有用である。好ましい写真用ハロゲン化銀は塩化銀、臭化銀、臭塩化銀、臭
ヨウ化銀、塩臭ヨウ化銀、およびこれらのハロゲン化銀の混合物である。極微細粒子写真
用ハロゲン化銀が特に有用である。写真用ハロゲン化銀は、写真技術分野において周知の
操作により製造することができる。写真用ハロゲン化銀を形成するための前記操作および
形態は例えば、 、１９７８年１２月、Ｉｔｅｍ
　Ｎｏ．１７０２９および 、１９７８年６月、
Ｉｔｅｍ　Ｎｏ．１７６４３に記載されている。例えば、米国特許第４，４３５，４９９
号に記載されているように、平板状粒子感光性ハロゲン化銀もまた有用である。写真用ハ
ロゲン化銀は、前記のＲｅｓｅａｒｃｈ　Ｄｉｓｃｌｏｓｕｒｅ刊行物に記載されている
ように、洗浄しなくても洗浄してもよく、化学増感し、カブリ形成に対して保護し、保存
中の感度低下に対して安定化することができる。ハロゲン化銀は、例えば米国特許第４，
４５７，０７５号に記載されているようにその場で製造するか、または写真技術分野で公
知の方法により別途製造することもできる。
【００２５】
フォトサーモグラフィ要素は典型的に、有機銀塩酸化剤、好ましくは長鎖脂肪酸の銀塩を
含有する酸化－還元画像形成組合せ物を含んでなる。前記の有機銀塩はイルミネーション
の際の暗色化に対して抵抗性を有する。好ましい有機銀塩酸化剤は、炭素数１０～３０の
長鎖脂肪酸の銀塩である。有用な有機銀塩酸化剤の例は、銀ベヘネート、銀ステアレート
、銀オリエート、銀ラウレート、銀ヒドロキシステアレート、銀カプレート、銀ミリステ
ートおよび銀パルミテートである。有機銀塩酸化剤の組合せもまた有用である。脂肪酸の
有機銀塩ではないが有用な有機銀塩酸化剤の例は銀ベンゾエートおよび銀ベンゾトリアゾ
ールである。
【００２６】
フォトサーモグラフィ要素中の有機銀塩酸化剤の最適濃度は、所望画像、特定の有機銀塩
酸化剤、特定の還元剤および特定のフォトサーモグラフィ要素に依って変動する。有機銀
塩酸化剤の好ましい濃度は、要素中の銀１モル当り有機銀塩酸化剤が０．１～１００モル
の範囲内である。有機銀塩酸化剤の組合せが存在する場合は、有機銀塩酸化剤の総濃度が
、前記の濃度範囲内であることが好ましい。
【００２７】
各種の還元剤が本発明のフォトサーモグラフィ要素において有用である。画像形成組合せ
物中の有用な還元剤としては置換フェノールおよびナフトール、例えば、ビス－β－ナフ
トール；ポリヒドロキシベンゼン、例えば、ハイドロキノン、ピロガロールおよびカテコ
ール；アミノフェノール、例えば、２，４－ジアミノフェノールおよびメチルアミノフェ
ノール；アスコルビン酸還元剤、例えば、アスコルビン酸、アスコルビン酸ケタールおよ
び他のアスコルビン酸誘導体；ヒドロキシルアミン還元剤；３－ピラゾリドン還元剤、例
えば、１－フェニル－３－ピラゾリドンおよび４－メチル－４－ヒドロキシルメチル－１
－フェニル－３－ピラゾリドン；およびスルホンアミドフェノール並びにフォトサーモグ
ラフィ要素において有用であることが知られている他の有機還元剤、例えば、米国特許第
３，９３３，５０８号、米国特許第３，８０１，３２１号および

、１９７８年６月、Ｉｔｅｍ　Ｎｏ．１７０２９に記載されているもの
が挙げられる。有機還元剤の組合せもフォトサーモグラフィ要素において有用である。
【００２８】
フォトサーモグラフィ要素の好ましい有機還元剤は、米国特許第３，８０１，３８１号に
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記載されているようなスルホンアミドフェノール還元剤である。有用なスルホンアミドフ
ェノール還元剤の例は２，６－ジクロロ－４－ベンゼンスルホンアミドフェノール；ベン
ゼンスルホンアミドフェノール；および２，６－ジブロモ－４－ベンゼンスルホンアミド
フェノール、並びにそれらの組合せ物である。
【００２９】
フォトサーモグラフィ要素中の有機還元剤の最適濃度は、特定のフォトサーモグラフィ要
素、望ましい画像、処理条件、特定の有機銀塩酸化剤、および特定のポリアルコキシシラ
ンのようなファクターに依り変動する。
フォトサーモグラフィ要素は好ましくは、活性剤－トナーもしくはトナー促進剤としても
知られているトーニング剤を含む。トーニング剤の組合せもまたフォトサーモグラフィ要
素において有用である。有用なトーニング剤およびトーニング剤の組合せ物の例は、例え
ば、 、１９７８年６月、Ｉｔｅｍ　１７０２９
および米国特許第４，１２３，２８２号に記載されている。有用なトーニング剤の例とし
ては、フタルイミド、Ｎ－ヒドロキシフタルイミド、Ｎ－カリウム－フタルイミド、スク
シンイミド、Ｎ－ヒドロキシ－１，８－ナフタルイミド、フタラジン、１－（２Ｈ）－フ
タラジノンおよび２－アセチルフタラジノンが挙げられる。
【００３０】
後処理画像安定剤および潜像保存安定剤はフォトサーモグラフィ要素において有用である
。フォトサーモグラフィ技術分野において知られている任意の安定剤が前記のフォトサー
モグラフィ要素のために有用である。有用な安定剤の具体例としては、例えば、米国特許
第４，４５９，３５０号に記載されているような光分解上活性な安定剤および安定剤前駆
体が挙げられる。有用な安定剤の他の例としてはアゾールチオエーテルおよびブロック化
アゾリンチオン安定剤前駆体並びにカルバモイル安定剤前駆体が挙げられ、例えば、米国
特許第３，８７７，９４０号に記載されているものである。
【００３１】
前記のフォトサーモグラフィ要素およびサーモグラフィ要素は有用画像の形成を助けるこ
とが知られている添加物を含有することができる。フォトサーモグラフィ要素は、スピー
ド増加化合物として作用する現像改質剤、増感色素、硬化剤、帯電防止剤、可塑剤および
潤滑剤、塗布助剤、蛍光増白剤、吸収色素およびフィルター色素を含有することができ、
これらは、例えば、 、１９７８年１２月、Ｉｔ
ｅｍ　Ｎｏ．１７６４３および 、１９７８年６
月、Ｉｔｅｍ　１７０２９に記載されている。
【００３２】
本発明の熱処理性画像形成要素は、含浸塗布、エアナイフ塗布、カーテン塗布もしくはホ
ッパーを用いる押出し塗布をはじめとする、当該技術分野において知られている塗布操作
により、支持体上に層を塗布することにより製造できる。望ましい場合には、２層以上の
層を同時に塗布する。
分光増感色素は、要素にさらなる活性を付与するためには、フォトサーモグラフィ要素に
おいて有用である。有用な増感色素は、例えば、Ｒｅｓｅａｒｃｈ　Ｄｉｓｃｌｏｓｕｒ
ｅ、１９７８年６月、Ｉｔｅｍ　Ｎｏ．１７０２９およびＲｅｓｅａｒｃｈ　Ｄｉｓｃｌ
ｏｓｕｒｅ、１９７８年１２月、Ｉｔｅｍ　Ｎｏ．１７６４３に記載されている。
【００３３】
前記のフォトサーモグラフィ要素は、露光および処理前のフォトサーモグラフィ要素の安
定化を助けるための熱安定剤を含む。このような熱安定剤は、保存中のフォトサーモグラ
フィ要素の安定性を向上させる。好ましい熱安定剤は２－ブロモ－２－アリールスルホニ
ルアセトアミド、例えば、２－ブロモ－２－ｐ－トリスルホニルアセトアミド；２－（ト
リブロモメチルスルホニル）ベンゾチアゾール；および６－置換－２，４－ビス（トリブ
ロモメチル）－ｓ－トリアジン、例えば、６－メチルもしくは６－フエニル－２，４－ビ
ス（トリブロモメチル）－ｓ－トリアジンである。
【００３４】
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熱処理性要素は各種形態のエネルギー手段により露光する。フォトサーモグラフィ要素の
場合、かかるエネルギー形態としては写真用ハロゲン化銀が感度を有するものであって、
電磁スペクトルの紫外域、可視域および赤外域、同時に電子線およびβ線、γ線、ｘ－線
、α－粒子、中性照射線、並びにレーザーにより発生する非コヒーレント（ランダム相）
またはコヒーレント（相状態の）形態の微粒子波様ラジアントエネルギーの他の形態が挙
げられる。露光は、写真用ハロゲン化銀の分光増感に依って、モノクロマチック、オルト
クロマチックまたはパンクロマチックである。像様露光は好ましくは、フォトサーモグラ
フィ要素中に現像可能な潜像を生じさせるのに十分な時間および強度である。
【００３５】
　フォトサーモグラフィ要素の像様露光後、要素を単に熱処理温度まで全体的に加熱する
ことにより、得られた潜像を現像する。この全体的加熱には、単にフォトサーモグラフィ
要素を現像画像が形成されるまで、例えば、約０．５～約６０秒間約９０℃～１８０℃の
範囲内の温度まで加熱することが含まれる。熱処理温度を増減することにより、処理時間
を増減することが可能である。好ましい熱処理温度は約１００℃～約１３０℃の範囲内で
ある。
【００３６】
サーモグラフィ要素の場合は、熱エネルギー源および画像形成手段は、像様熱露光源およ
びサーモグラフィ画像形成技術分野において知られている手段であることができる。サー
モグラフィ画像形成手段は、例えば、赤外線加熱手段、レーザー、マイクロ波加熱手段等
であることができる。
フォトサーモグラフィおよびサーモグラフィ画像形成技術分野において知られている加熱
手段は、露光フォトサーモグラフィ要素のために望ましい処理温度を提供するのに有用で
ある。加熱手段は、例えば、簡単なホットプレート、アイロン、ローラー、加熱ドラム、
マイクロ波加熱手段、加熱空気等である。
【００３７】
熱処理は好ましくは周囲状態の圧力および湿度の下で実施する。通常の大気圧および湿度
範囲外の状態も有用である。
熱処理性要素の成分は、所望画像を得るものならば、要素の任意の位置にあってよい。望
ましい場合は、１種以上の成分を要素の１層より多くの層中に配置することができる。例
えば、ある場合は、あるパーセントの還元剤、トナー、安定剤および／または他の添加剤
を要素のフォトサーモグラフィ画像形成層上のオーバーコート層中に包含せしめることが
望ましい。ある場合は、このことは、要素の層中でのある添加物の移動を低減する。
【００３８】
画像形成組合せ物の成分は、所望画像を得るために、互いに“組合わされた状態”にある
ことが必要である。本明細書中の用語“組合わされた状態（ｉｎ　ａｓｓｏｃｉａｔｉｏ
ｎ）”とは、フォトサーモグラフィ要素中で写真用ハロゲン化銀および画像形成組合せ物
は互いに所望処理を可能にし、かつ有用画像を形成するような位置にあることを意味する
。
【００３９】
本発明の熱処理性画像形成要素は、バッキング層を含むことが好ましい。本発明に用いら
れるバッキング層は、最外層であり、支持体の画像形成層とは反対面上に位置する。この
バッキング層は典型的にバインダーおよびマット剤からなり、このマット剤は、所望の表
面粗さを与えるのに十分な量バインダー中に分散されている。
【００４０】
広範囲の各種材料を用いて、熱処理性画像形成要素の要件に合致するバッキング層を製造
することができる。バッキング層は無色透明であるべきであり、かつ、フォトサーモグラ
フィ要素のセンシトメトリー特性、例えば、最少濃度、最高濃度および写真スピードに悪
影響を与えるものであるべきではない。有用なバッキング層としては、米国特許第４，８
２８，９７１号、第５，３１０，６４０号および第５，５４７，８２１号（これら特許の
開示のすべてを引用することにより本願に包含する）に記載されているように、ポリ（ケ
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イ酸）およびポリ（ケイ酸）と適応可能な水溶性ヒドロキシル含有モノマーもしくはポリ
マーからなるものが挙げられる。
【００４１】
バッキング層は好ましくは５０℃より高い、さらに好ましくは１００℃より高いガラス転
移温度、および粗さ平均（Ｒｏｕｇｈｎｅｓｓ　Ａｖｅｒａｇｅ；Ｒａ）値が０．８より
高い、さらに好ましくは１．２より高い、最も好ましくは１．５より高いような表面粗さ
を有する。米国特許第４，８２８，９７１号に記載されているように、粗さ平均値（Ｒａ
）は、粗さの平均線からの全偏差の算術平均である。
【００４２】
本願画像形成要素は、電子導電層を含有することもでき、この層は、米国特許第５，３１
０，６４０号によれば、前記支持体のいずれかの面上に位置することができる内部層であ
る。電子導電層は好ましくは５×１０ 1 0オーム／平方未満の内部抵抗率を有する。
本発明の熱処理性画像形成要素においては、無機もしくは有機のマット剤を用いることが
できる。有機マット剤の例は、ポリマー、例えば、アクリル酸およびメタクリル酸のポリ
マーエステル、例えば、ポリ（メチルメタクリレート）、スチレンポリマーおよびコポリ
マー等の粒子（ビーズ状であることが多い）である。無機マット剤の例は、ガラス、二酸
化ケイ素、二酸化チタン、酸化マグネシウム、酸化アルミニウム、硫酸バリウム、炭酸カ
ルシウム等の粒子である。マット剤およびその使用方法は米国特許第３，４１１，９０７
号および第３，７５４，９２４号にさらに記載されている。
【００４３】
所望の粗さを付与するのに必要なマット剤の濃度は、粒子の平均直径およびバインダー量
に依存する。好ましい粒子は、約１～約１５マイクロメートル、好ましくは２～８マイク
ロメートルの平均直径を有するものである。マット粒子は１平方メートル当り好ましくは
約１～約１００ mgの濃度で使用することができる。
本発明を以下の例によりさらに具体的に説明する。
【００４４】
【実施例】

０．１１４ mm厚さのポリ（エチレンテレフタレート）フィルム支持体にフォトサーモグラ
フィ画像形成層および保護オーバーコート層を塗布することにより熱処理性画像形成要素
を製造した。熱処理性画像形成要素の層は、支持体上に、当該技術分野において知られて
いる塗布方法、例えば、含浸塗布、エアナイフ塗布、カーテン塗布またはホッパーを用い
る押出し塗布により塗布する。フォトサーモグラフィ画像形成組成物は、８５重量部のメ
チルイソブチルケトンおよび１５重量％のアセトンを含有する溶媒混合物を用いて塗布し
て、以下の乾燥組成を有する画像形成層を形成した：
【００４５】
【表１】
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【００４６】
*  ポリシロキサン液体（商標名ＳＦ－９６、 General Electric Company製）
* *ポリ（ビニルブチラール )(商標名Ｂｕｔｖａｒ７６樹脂、 Monsanto Company製）
保護オーバーコート層を調製するために、先ず第一に２９．４重量％の水、１．２％の１
Ｎのｐ－トルエンスルホン酸、３４％のメタノールおよび３５．４％のテトラエトキシシ
ランを混合して１６．３重量％のポリ（ケイ酸）溶液を用意することによりポリケイ酸溶
液を調製した。このポリ（ケイ酸）を、ポリビニルアルコール、ＰＶＡ（Ｅｌｖａｎｏｌ
５２～２２、 Dupont製、８６～８９％加水分解されたもの）および水中の水溶性ポリビニ
ルアセタール（ＰＶ　Ａｃｅｔａｌ）と混合し、以下の組成となるように画像形成層上に
塗布した：
【００４７】
【表２】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００４８】
*  ｐ－イソノニルフェノキシポリグリシドール界面活性剤（商標Ｓｕｒｆａｃｔ
ａｎｔ　１０Ｇ、 Olin Corporation製）
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以下の水溶性ポリビニルアセタールを以下の実施例に用いた。
【００４９】
【表３】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００５０】
ポリビニルアセタールの製造：
１００ｇのＶｉｎｏｌ　１０７を９００ mLの水に添加し、次いで９０℃まで１時間加熱し
て透明溶液とした。この溶液を１０℃まで冷却し、５７ mLの３６％塩酸を添加し、次いで
この混合物を１０℃まで冷却した。８ｇのアセトアルデヒドを次に十分撹拌しながら添加
した。この混合物を１０℃で３０分間、次いで３５℃で４時間撹拌した。溶液ｐＨを１０
％水酸化ナトリウムを用いて７に調整し、次いで溶液を１６時間透析した。得られた透明
溶液は７．８％の固体を含有した。ＮＭＲ分析によれば、ポリビニルアセタールポリマー
は１０  mol％のアセタールおよび９０  mol％のアルコールを含有していた。
【００５１】
各オーバーコート変形物について、オーバーコート層の画像形成層への接着性を、実用テ
ープ接着試験および９０°剥離試験を用いて評価した。
実用テープ試験：３５ mm巾の試料を調製し、テーブル上に平坦に置いた。３Ｍ製のＳｃｏ
ｔｃｈ　Ｍａｇｉｃ　Ｔａｐｅ　＃８１１の裁断物を試料の幅方向を横切るように載置し
、均一接着を確保すために手で平坦にした。テープを手で引き剥がして、オーバーコート
層の剥離％を測定して接着性と関連づけた。理想的には剥離度はゼロとなる。各試料につ
いて試験を１０回行った。
【００５２】
９０°剥離試験：３５ mm幅×１０ cm長の塗布試料を用いて、１片のＳｃｏｔｃｈ　Ｍａｇ
ｉｃ　Ｔａｐｅ　＃６１０（３Ｍ製）を試料の長手方向に沿って載置した。次にテープを
約１．２７ cm幅にトリミングして、次いで試料を平坦面上に載置した。表面に対して９０
°でテープを引剥がすと、オーバーコートはテープと共に、取り除かれ、５ cm／分の速度
でテープ／オーバーコートを取り除くための力をＩｎｓｔｒｏｎ　Ｍｏｄｅｌ　１１２２
を用いて測定した。この力を次にテープ幅で標準化し、Ｎ／ｍの単位で報告する。値が大
きい程、オーバーコートの画像形成層への接着性は強い。「剥離せず」とはオーバーコー
トが除去されなかったことを示す。
【００５３】
センシトメトリーへのポリ（ビニルアセタール）添加物の効果は、露光（ 10- 3秒、ＥＧ＆
Ｇ，Ｗｒａｔｔｅｎ　２９フィルター）し、次いで５秒間１１９℃で熱処理後の各試料の
Ｄ min 、相対スピードおよびＤ max を測定することにより決定した。すべての試料につい
て、センシトメトリーは、オーバーコートにＰＳＡ／ＰＶＡだけを有する比較塗膜と同等
であった。
【００５４】
次表には、ポリビニルアセタール含有オーバーコートとその接着性の結果を列挙する。
【００５５】
【表４】
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【００５６】
ポリビニルアセタール添加物の好ましい濃度範囲は、乾燥オーバーコートの５～２５ wt％
であり、２０％が最も好ましい。

ポリビニルアセタールを、比較の水溶性ポリマー（Ｃ－１，Ｃ－２，Ｃ－３，Ｃ－４）と
代えた以外は例１を反復した。オーバーコート溶液に添加した場合、これらの比較ポリマ
ーは混合物の沈澱を引き起し、塗布できなかった。このことは、水溶性ポリマー混合物の
すべてにより、ポリビニルアセタールを用いた場合と同様の利点が得られるものではない
ことを実証する。
【００５７】
　Ｃ１はポリビニルピロリジノンであり、
　Ｃ２はポリ（２－アミノエチルメタクリレート塩酸塩）であり、
　Ｃ３はポリ（２－アミノエチルメタクリレート塩酸塩－コ－２－ヒドロキシエチルメタ
クリレート）、９０／１０モル比であり、
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例２



　Ｃ４はポリ（プロピレングリコールモノメタクリレート）である。
【００５８】
本発明は、熱処理性画像形成要素を著しく改良する。親水性オーバーコート層、例えば、
ポリ（ケイ酸）およびポリ（ビニルアルコール）を含有する層によれば、このような要素
に優れた保護を与える。しかしながら、疎水性画像形成層、例えば、ポリ（ビニルブチラ
ール）を含有するものに対する、前記のオーバーコート層の接着度は、親水性層と疎水性
層との適合性が欠如しているため不十分である。水溶性、ヒドロキシル含有モノマーもし
くはポリマーおよびポリビニルアセタールの混合物を添加すると、不十分な接着性の課題
が克服され、塗布および取り扱いが簡単で、環境上の利点を有し、センシトメトリー効果
に悪影響を与えない、低コストで容易に入手可能な材料を用いて前記課題が克服される。

前記水溶性ヒドロキシ含有ポリマーがポリビニルアルコールである本発明の熱処理性画像
形成要素。
【００５９】
式（ II）において、ＲがＣＨ 3  、ｘが１０、ｙが９０である本発明の熱処理性画像形成要
素。
式（ II）において、ＲがＣＨ 3  、ｘが２０、ｙが８０である本発明の熱処理性画像形成要
素。
前記支持体がポリ（エチレンテレフタレート）フィルムである本発明の熱処理性画像形成
要素。
【００６０】
　前記要素が、支持体の前記画像形成層と反対面上にバッキング層を含む本発明の熱処理
性画像形成要素。前記バッキング層は好ましくはバインダーおよびバインダー中に分散し
たマット剤を含む。
　前記画像形成層が、
　（ａ）写真用ハロゲン化銀、
　（ｂ）（ｉ）有機銀塩酸化剤を、
　　　　（ ii）前記有機銀塩酸化剤のための還元剤と共に含む画像形成性組合せ物、並び
に
　（ｃ）トーニング剤
を含んでなる本発明の熱処理性画像形成要素。
【００６１】
前記画像形成層がポリ（ビニルブチラール）バインダーを含んでなる本発明の熱処理性画
像形成要素。
ポリ（エチレンテレフタレート）フィルム支持体を含んでなる熱処理性画像形成要素であ
って、前記支持体がその一面上にポリ（ケイ酸）およびポリ（ビニルアルコール）からな
るバッキング層を有し、そしてその反対面上に順に、ハロゲン化銀、銀ベヘネートおよび
ポリ（ビニルブチラール）を含むフォトサーモグラフィ画像形成層、並びにポリ（ケイ酸
）およびポリ（ビニルアルコール）とポリビニルアセタールの混合物からなるオーバーコ
ート層を有する本発明の熱処理性画像形成要素。
【００６２】
【発明の効果】
オーバーコートにポリビニルアセタールを使用して、典型的に親水性のオーバーコートと
、典型的に疎水性の画像形成層間の接着性を向上させるという困難な課題を克服する。さ
らに、オーバーコートにポリビニルアセタールを使用すると、極めて効果的な接着性が得
られるばかりでなく、低コストでまた塗布および取り扱いが簡単で、環境上の利点を有し
、センシトメトリー効果に悪影響を与えない。本発明の熱処理性画像要素に用いられるオ
ーバーコート層は、前記したようないくつかの重要な機能を発揮する。
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